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『八紘為宇』という建国以来の民族の理
想理念があったからこそ、日本は、世界
最長の歴史を持つ国家として現存する。
全歴史を通じ、国民の識字率は常に世
界最高水準を保ち、したがって、諸子百
家や仏教、そして西欧思想まで、多様な
異文化を日本の文化の中に同化させて
きた。また同時に、世界最強の蒙古を
敗退させ、世界の宗教植民地化を企て
たカソリック勢力も排除してきた。近代
においては、西欧の貪欲な植民地主義
から自国を防衛したのみではなく、大東
亜の建設を宣言し、アジアから、アメリ
カ、イギリス、オランダ、オーストラリア
を駆逐しアジア諸国を解放するほどの大
国となった。残念ながら、帝国海軍と皇
室内部の裏切りにより、勝利できたはず
の戦いを放棄し、戦後はグローバリスト
の支配下に落ちてしまった。
　戦後は、「志」という言葉は聞くこと
がなくなり、代わりに「夢」という言葉
を使うようになった。「志」には本人の
意思が含まれるが、「夢」は願望に過ぎ
ない。また、「志」を立てるにあたっては、
帰属社会に貢献するという利他の精神が
あるが、「夢」は利己的な自己実現欲求
であることが多い。だから、職業選択に
当たっては、「志」ある人間は、社会が
必要としている仕事に身を投じるのだ
が、今どきの職業選択は、与えられた就
職の選択肢から、給料がいいものとか、
流行のかっこいいものとか、権力が得ら
れるようなものばかり選ぶ。職業の選択
は個人の自由だとかぬかしてみんなが利
己的判断で仕事を選んでいたら社会が
よくなるはずがない。社会が悪くなると、
これまた悪循環で、「夢」さえ持てない
若者が急増した。2023年の人口動態統
計では10歳代〜30歳代の死因はいずれ
も自殺が最多、10歳代の死因で自殺が
1位 な の はG7各 国 で は日 本 の みだ。
2024年には、小中高生の自殺が過去最
多の527人となった。単純に死亡率を見
ても、国連の統計では日本の死亡率は
2023年で12.7％と高水準にあり、その
後さらに増加してきている。さすがに世
界最高死亡率を記録し続けているウクラ
イナの17.2％よりはましだが、ウクライ
ナと戦っているロシアは12.4％（2024
年）だから日本よりはましだ。戦争は悲
惨だ！ 戦争反対！ 戦争放棄で平和な国
を！ とかぬかしている奴らに、戦争して

いる国より余計に国民が死んでいる多
死国家は本当に平和な国なのか？ と聞
きたいもんだ。どう見ても、今の日本は
いい国ではないよな。
　話を戻すが、「志」を立てる者は、自
らの力で将来を開拓しようとする。だか
ら、「将来」という言葉を使う。「将来」
とは「将に来るべきもの」なのだ。とこ
ろが、世の中の既存コースに乗っかって
生きている者は、目の前に提示された
選択肢の中で自分の人生を決める。そ
うすると、先々のことは自分では決めら
れないので、「未来」という言葉を使う。

「未来」とは「未知のものが来る」とい
うことだ。最近は、個人だけでなく政治
や行政でさえ「未来」という言葉を使う
ようになってきた。つまり、日本のこと
を日本人が決められない仕組みの中に
あるということだ。『自分の未来は一体
どうなってしまうんだろう』」どころじゃな
くて、『日本の未来は一体どうなってしま
うんだろう』ってな具合だ。
　日本も高度成長期には、中間層とい
われる国民が大多数を占め、「志」はな
いが、マイホームを買って、マイカーを買
って、子供を大学まで進学させるという
のが、戦後日本人の「夢」だった。しか
し、今や日本は、経済指標でもロシア
に抜かれて世界第５位まで落ち、今後
はますます降下していく傾向にある。日
本では、いまだに名目GDPで国の経済
規模を評価しているが、今は、実際の経
済力を正確に評価できる購買力評価
GDPが一般的に使われている。IMFの

統計を見れば、2021年以降、日本はロ
シアに抜かれ、2024年の購買力平価
GDPでは、日本は6530.591国際ドル
に対し、ロシアが6905.073国際ドルと
4年連続で上回っている。世界1位は
2016年以降ずっと中国で、2024年では
中国の38154.219国際ドルに対し、米
国は29184.900国際ドルと圧倒的な差
が 出てきた。 世 界 銀 行 の 統 計 でも、
2024年は1位中国、2位米国、3位インド、
4位ロシア、５位日本となっている。経
済成長だけで生きてきた戦後日本だか
ら、経済力が落ちると何も残らない。ま
さに、夢すら持てなくなった国の末路へ
と進んでいる。
　日本の10年先を予想する予想屋には
大きく2種類あって、過去数年間のデー
タを使って比例計算する単純思考タイプ
とグローバリストが作った計画を基にコ
ピぺしている奴だ。
　ここが大事なところなんだが、国際情
勢が不透明だとか言っている奴は、世界
を動かす計画に関わってないから不透明
にしか見えない。例えば、今の日本は、
税金がどんどん上がって国民の有り金全
部ふんだくられそうな勢いだし、外国人
はめちゃくちゃ増えて、2024年の日本の
人口は日本人が90万人減っている一方
で外国人が50万人増えてきた。日本の
国土も水資源も水産資源も農地も外人
が自由に買えるような制度を作り、被災
した国民にはお金は使わずにアメリカに
も、ウクライナにも、ビル・ゲイツにも
好きなだけ金をむさぼり取られている。

一体どうなってんのというのが大方の日
本国民の思いだが、実はすべてが計画
通りに進んでいるわけだ。その計画立案
者は、日本を占領している欧米のグロー
バリストだよ。だから、彼らにとっては、
国際情勢はクリアーで、すべてが予定通
りに進展する「将来」なんだよ。
　日本が、米国のグローバリストの所有
物になったのは、大東亜戦争終戦後の
米軍による占領統治からだ。もちろん、
それ以前から奴らの手下となって働く売
国奴がいたわけだが、国の制度まで全
部替えられたのが占領下の7年間での出
来事だ。この間に、我々の祖国日本は
奪われてしまった。その後は、売国奴に
よる傀儡政体によって日本は運営されて
きたわけだが、ここにきて、急ピッチに
完全管理社会へと動き出した。
　これだけ、社会が悪化してくれば、普
通なら国民が団結して改善できるはずな
のだが、戦後体制の中で、我々日本国
民は解体され、グローバリストが管理し
やすいようなひ弱な個人の集団になって
しまった。戦後教育の中で、戦前の日本
は悪い国で、日本民族はろくでもないこ
とばかりしてきたと啓蒙され、歴史的断
絶が図られた。だから、戦後の日本人は、
自分たちの祖先のことを何も知らない。
自分の家の歴史さえ知らない。お墓参り
もしなくなって、死んだら誰も知らない
無縁仏が増えてしまった。個人主義を強
要され、「世のため人のため」に生きる
ことは悪いことで「自分のために生きる」
ことがよいこととされた。結果として、
現代の日本人は、歴史的にも社会的に
も完全に孤立した個人としてぽつんと存
在している。死んだら誰も知らない。生
きていても誰も知らない人も大勢いる。
未来に対する影響力は全くない。文字通
りの絶対的個人として存在しているわけ
だ。一時的に友達と仲良く楽しくしてい
たとしても、最終的には、周りに誰もい
なくなり、介護施設か病院で個室に閉じ
込められ、家族にも会えず、拘束されて
点滴で生かされているだけ。死んだらそ
れで終わり、その人が生きて存在したこ
となど完全に消滅してしまう。めちゃくち
ゃ寂しい、めちゃくちゃ悲しい人生だ。
　八紘為宇という民族の理想理念を志
として持つ日本人は、先祖の思いと努力
を継承しているので日本民族の歴史の
主体者として生きている。過去（過ぎ去

ったもの）ではなく昔との関わりの中で
今の自分が存在していることに感謝を感
じているわけだ。そして、今、自分が何
を為すかで将来が決まることも自覚して
いるから、将来に対する己の責任を使命
として生きるわけだ。だから、歴史的時
間軸において、祖先（昔）と自分（今）
と子孫（将来）の間に断絶はない。
　家族は共に家を守り、集落の人々は
自分達の村を守り、日本人として八紘為
宇の理想を共有して団結している。共助
共栄の社会は厳然として存在し、常に価
値観を共有する集団の中に生きている。
したがって、生まれてから死ぬまで、孤
立することもないし、保険なんかに入ら
なくても困ったときは必ず誰かが面倒見
てくれる。その存在は、集団の歴史の中
に刻まれ、集団の記憶の中に生き続け
る。
　何よりも、日本民族として八紘為宇の
理想理念の実現に向けて生きているわ
けだから、それが「できる」とか「でき
ない」とかいうことはない。ただただ、
その思いで一生を全うするだけだ。そこ
に向けて毎日生きていから、現実と理想
とのギャップもない。一生かけて、民族
の理想に一歩でも貢献できれば生きた
甲斐がある。死ぬまで、その志を変えず
に生きれば幸せな一生を送ったことにな
る。また、家や集落や国家への貢献は、
社会にとっても幸せなことだから皆に感
謝される。八紘為宇を志して生きるとい
うことは、個人の幸せと社会の幸せが一
致し、社会からは感謝され、自分も満足
して一生を遂げることになる。こんない
いことはないだろ。日本の戦闘者として
生きれば、幸せな一生を過ごせるよ。
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